
研究員のふもと巡り

持明院－その①－

　持明院は、天正年間（1573－1591）に、板野郡勝瑞村の持明院と、名西郡入田村の建

治寺を移転、合併して眉山東麓に位置する大滝山に建設されました。文化8年（1811）の

『阿波名所図会』や、天保7年（1836）の松浦武四郎『四国遍路道中雑誌』にも、持明院

の全容が記載されています。そこには、山の名前の由来ともなった見事な滝をベストロケ

ーションとして抱え、持明院のシンボルともいえる、朱塗りの三重塔、観音堂、薬師堂、太

子堂など、数多くの仏教建造物だけではなく、料亭、茶屋等々、様々な建築物が立ち並

ぶ、繁栄の地「阿波国」の象徴ともいえる様子が見て取れます。『四国遍路道中雑誌』

で松浦武四郎は、“如何ニもかゝる繁華の地ニかゝる名瀑のあること不思議とやいわん。”

と、建築物の見事さ、眺望の素晴らしさ、そして大滝山そのものへの賛辞を呈しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  研究員光永

『阿波名所図絵』文化８年（1811）
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　以前こちらで紹介しました『恋のうた学習会』が5月21日（金）に
最終回を迎えました。非常に残念ではありますが、司会進行役、こ
の学習会の主催者である総合科学部の学生さんは既に4年生･･･。就
職、勉強と忙しい時期になり、継続が難しくなったためです。会の
終わりを惜しみつつも、参加者の方々は温かく彼を送り出し、彼の
方も〝学生時代の本当にいい思い出になった。どの学習会にも負け
ない大変素晴らしい会になり、誇りに思っている〟と晴れやかな表
情でした。
　今回は特別に、最終回ということで、『人気うた投票』の結果発
表が行われました。これまで詠んできたうたの中から、予め好きな
うたを選んでいただき、それらを集計したものです。そして、最後
に･･･主催者の学生さんから参加してくださったみなさまにプレゼン
ト･･･『恋のうた詠み会』においてご自分で詠まれたうたと、それぞ
れのお気に入りの一首を栞にしたもの。それから、みなさまへのお
手紙。封筒から出てきたこれらの贈り物に、参加者のみなさまから
は思わず笑顔がこぼれました。
　みなさまに愛された学習会の最終回。最後に〝みなさんで集合写
真を撮りましょう〟との呼び掛けに、〝そうね！同級生ですものね
！〟と弾む笑顔。同級生－同じクラス（学習会）で学んだ仲間－そ
の言葉の持つはつらつとした響きにはっとしました。いくつになっ
ても学べる、世代を超えて一緒に学べる、そんなことに改めて気付
かされるきっかけになりました。
　全14回に渡り協力してくださった方々に心から感謝いたします。
ありがとうございました!!
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